




1.研究計画

総括班は,平成初年度は他の分担研究班「母性胎児研究班(分担研究者中野仁雄教授)およ

び「新生児研究班(分担研究者竹峰久雄部長)」の分担研究者を交えて本研究班の研究の概

要を設定した。

研究の目的を,周産期医療システムのあり方を検討し,その改善や評価法を確立するための

基礎資料を得ることとし,産科医,小児科医および地方自治体等の協力を得て,母体や病的

新生児のうち,周産期施設に収容すべき対象の検討や搬送体制のあり方,およびこれらを収

容する周産期医療施設やそれらの施設退院後の地域における療育指導のあり方などを,多

面的に検討する事とした。

研究方法は,他の分担研究班と共同で調査を実施するとともに,本年度の班全体全議では,

班員全体の参加を求めて,わが国の周産期医療システムの現状と問題点を検討することと

した。


